
子どもたちの健やかな成長を支えていく
公益財団法人 日本学校保健会　要覧
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賛助会員を募集しています

賛助会員制度は公益財団法人にとって重要な財務基盤となるもの
です。日本学校保健会は学校保健を通して子どもたちのために事
業活動を行う唯一の公益法人として、今後さらなる活動が求めら
れています。未来を担う子どもたちのために、社会の義務として、
子どもたちの健やかな成長を願う日本学校保健会の目的、事業に
ご賛同いただける方々のご加入をお願いしています。

法人賛助会員 1 口 100,000 円
個人賛助会員 1 口 5,000 円
特別賛助会員 本会が行う特定の事業へ協賛する法人賛助会員、

または、本会と協力して子どもの健康に資する
事業・活動を行う法人賛助会員 

加盟団体欄

〒105-0001
東京都港区虎ノ門2-3-17 虎ノ門2丁目タワー 6階
TEL：03-3501-0968　FAX：03-3592-3898

ホームページでも情報をご提供しています
日本学校保健会HP
https://www.hokenkai.or.jp/ 学校保健　ポータルサイト

１ （公財）北海道学校保健会 011-221-5240

２ 青森県学校保健会 017-734-9908

３ 岩手県学校保健会 019-629-6188

４ 宮城県学校保健会 022-227-1591

５ 秋田県学校保健連合会 018-860-5203

６ 山形県学校保健連合会 023-630-2812

７ 福島県学校保健会 024-521-8409

８ 茨城県学校保健会 029-297-8220

９ 栃木県連合学校保健会 028-623-3436

10 群馬県学校保健会 027-226-4707

11 埼玉県学校保健会 048-830-6963

12 千葉県学校保健会 043-223-4092

13 （一財）東京都学校保健会 03-5320-6883

14 神奈川県学校保健連合会 045-285-1028

15 新潟県学校保健会 025-385-6130

16 富山県学校保健会 076-432-4754

17 石川県学校保健会 076-225-1847

18 福井県学校保健会 0776-20-0834

19 山梨県学校保健会 055-223-1785

20 長野県学校保健会 026-235-7444

21 岐阜県学校保健会 058-272-8768

22 静岡県学校保健会 054-221-2929

23 愛知県学校保健会 052-261-1474

24 （一財）三重県学校保健会 059-228-0296

25 滋賀県学校保健会 077-528-4614

26 京都府学校保健会 075-414-5874

27 大阪府学校保健会 06-6944-9365

28 兵庫県学校保健会 078-362-3789

29 奈良県学校保健会 0742-27-9860

30 和歌山県学校保健連合会 073-441-3692

31 鳥取県学校保健会 0857-26-7527

32 島根県学校保健会 0853-22-6145

33 岡山県学校保健会 086-226-7591

34 広島県学校保健会 082-513-5036

35 山口県学校保健連合会 083-933-4685

36 香川県学校保健会 087-832-3764

37 徳島県学校保健連合会 088-621-3174

38 愛媛県学校保健会 089-912-2981

39 高知県学校保健会 088-821-4928

40 福岡県学校保健会 092-643-3922

41 佐賀県学校保健会 0952-25-7234

42 長崎県学校保健会 095-894-3395

43 （公財）熊本県学校保健会 096-384-4482

44 大分県学校保健会 097-506-5636

45 宮崎県学校保健会 0985-26-7248

46 鹿児島県学校保健会 099-286-5318

47 沖縄県学校保健会 098-866-2726

48 横浜市学校保健会 045-671-3275

49 名古屋市学校保健会 052-972-3246

50 京都市学校保健会 075-708-5321

51 大阪市学校保健会 06-6208-9141

52 神戸市学校保健会 078-984-0697

53 北九州市学校保健会 093-582-2381

54 川崎市学校保健会 044-200-3293

55 福岡市学校保健会 092-711-4643

56 札幌市学校保健会 011-811-4148

57 広島市学校保健会 082-504-2491

58 仙台市学校保健会 022-227-1531

59 千葉市学校保健会 043-245-5943

60 さいたま市学校保健会 048-829-1678

61 静岡市学校保健会 054-354-2518

62 堺市学校保健会 072-340-0316

63 浜松市学校保健会 053-457-2422

64 新潟市学校保健会 025-226-3206

65 岡山市学校保健会 086-803-1594

66 相模原市学校保健会 042-851-3106

67 熊本市学校保健会 096-328-2728

全国の加盟団体と連携して活動を推進しています

2022年4月時点
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設立から100年。公益財団法人 日本学校保健会は、
子どもたちの「からだ」と「心」の健康を
これからも見守り続けていきます。

確かな歩みとともに100年。その軌跡は、
学校保健の向上発展とともにあります。

ITの普及やSNSの浸透など、子どもを取り巻く日常生活、社会環境は急激に変化して
います。心身に関わるさまざまな健康課題が顕在化するなかで、 日本学校保健会は子
どもたちが置かれている現代の健康課題に適切に対応するため、子どもたちの健康に
関する調査・研究を実施し、そこで得た情報の発信・提供や新たな問題への対策へと
つなげています。また、本会内に設けた各種委員会を通じ、学校保健の現場が求める
多様な事業を展開し、学校保健の向上発展、普及啓発を図っています。

日本学校保健会の会長をはじめ、理事、評議員および各種委員会の委員は、下記構成
団体からの推薦者または本会が認めた学識経験者の方々で構成しています。

日本学校保健会では収入の80％以上を
公益目的事業に使用しています。
（令和2年度 正味財産増減計算書より）

組　織

■構成団体 ■組織機構図

■公益目的事業

●三師会
　日本医師会（日本眼科医会・日本耳鼻咽喉科学会）
　日本学校歯科医会
　日本薬剤師会

●学識経験者

●加盟団体
　都道府県・指定都市学校保健（連合）会67団体
　（うち財団は4団体）

●職域団体
　全国連合小学校長会　　　　全日本中学校長会
　全国高等学校長協会　　　　全国学校保健主事会
　全国養護教諭連絡協議会　　全国学校栄養士協議会
　日本PTA全国協議会　　　　全国高等学校PTA連合会

評議員会

会　長 理事会

理事会

事務局 学校保健
普及事業

学校保健
振興事業

学校保健
啓発事業

名誉会長
顧　問

法人管理
運営事業

1 「学校保健」に関する情報発信

2 調査・報告書の発行、研修会の開催

3 学校や地域の保健活動の支援・表彰など

大正９年（1920年） 帝国学校衛生会設立

昭和10年（1935年） 帝国学校衛生会、財団法人の認可を受ける

昭和21年（1946年） 日本学校衛生会、財団法人の認可を受ける

昭和22年（1947年） 第１回全国学校衛生大会（東京）を開催

昭和26年（1951年） 第１回全国学校保健大会（福岡）を開催

昭和29年（1954年） 日本学校保健会と名称を改める　会報「学校保健」発刊

昭和49年（1974年） 会報「学校保健」100号記念増大号刊行

昭和61年（1986年） 『日本学校保健会60年史』刊行

平成２年（1990年） 児童生徒の健康状態サーベイランス事業を開始

平成10年（1998年） 日本学校保健会ホームページ開設

平成14年（2002年） 健康教育推進学校の表彰事業開始

平成17年（2005年） 『日本学校保健会80年史』刊行

平成23年（2011年） 協議大会を中央大会と名称改め、全国大会の一事業として開催

平成24年（2012年） 日本学校保健会、公益財団法人へ移行

平成25年（2013年） 会報「学校保健」300号刊行

平成27年（2015年） 全国学校保健・安全研究大会（愛媛）　大会の名称変更

 全国健康づくり推進学校表彰事業の名称変更

令和２年（2020年） 公益財団法人日本学校保健会100周年

創立100周年記念式典（令和２年）
機関誌「日本学校衛生」発刊15周年祝賀会（昭和3年）

第3回全国学校保健大会（昭和28年）

会報「学校保健」第１号
（昭和29年）

公益性

法人会計
13.2％

公益目的事業会計

86.8％

2 3
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子どもの「元気」と「健康」を支える
情報をタイムリーに発信。

感染症対策に関する研修会やアレルギー講習会のご案内、学校欠席者情報なども迅速に
公開するなど、学校保健に関する情報を専用サイトを通じて発信しています。

児童生徒、教職員の保健室利用状況の
調査をはじめ多様な研修会を開催。

保健室利用状況やメディアリテラシーと健康行動に関する調査などを実施し、児童生徒
の心身の健康問題を把握し報告書を作成。その他、養護教諭、学校関係者、学校医等を
対象とした研修会・講習会を実施しています。

会報「学校保健」を年6回（5月、7月、9月、11月、1月、3月）発行
しています。会報は、都道府県・市町村教育委員会、小学校・中学校・
義務教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校に無償配
布しているほか、一般購読（年間購読）も受け付けています。

ウェブサイト「学校保健ポータルサイト」を通じて、世界へ「学校保健」情報を発信しています。

ポータルサイト、学校等欠席者・感染症情報システムの運営

会報「学校保健」・「学校保健の動向」の発行

1 調査・研修会・講演会2
日本学校保健会の3つの公益事業

健康最新ニュース
子どもの健康、保健に関す
るニュースを毎週配信。

指導用の楽曲や
フリーイラスト集を提供
歯みがきや手洗いの習慣
づけができる保健指導の
楽曲や、保健だより等で
活用できるイラスト集を
無料で提供。

デジタルアーカイブ
日本学校保健会の発行物
をデータ化し公開。

児童生徒をはじめ、教職員の保健室利用状況の実態を調査し、児童生徒の心身の健康問
題の把握及び解決に向けた養護教諭の役割を明らかにしています。また、児童生徒の心
身の健康づくりの推進に資する基礎資料として報告書を作成しました。

保健室利用状況に関する調査

研修会の開催

Ⅰ.　新型コロナウイルス感染症流行の動向と学校保健
１.学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル
～「学校の新しい生活様式」～改訂のポイントと感染症対策の動向について
　文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課　課長補佐　星　匡哉

２.「学校の新しい生活様式」に基づく学校における歯科保健の在り方
　公益社団法人日本学校歯科医会　公益財団法人日本学校保健会　副会長　齋藤 秀子
３.　新型コロナウイルス感染症流行のこどもたちへの影響
　国立成育医療研究センター 社会医学研究部　研究員　半谷 まゆみ

４.　新型コロナウイルス感染の動向とワクチン
　長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　教授　森内 浩幸

Ⅱ．学校における熱中症対策
　　  ー「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」についてー

文部科学省総合政策局　男女共同参画共生社会学習・安全課　安全教育推進室　安全教育調査官　森本 晋也
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スマートフォン等の普及により、手軽にインターネットを利用できる環境になったこと
で、子どもたちは多様かつ大量のメディア情報にさらされています。子どもたちがメディ
ア情報の好ましくない影響に適切に対処したり活用したりする能力を形成するための健
康教育の在り方に関する基礎情報を得るために調査されました。

メディアリテラシーと健康行動に関する調査

・アレルギー講習会
・学校等欠席者感染症情報システム研修会
・学校保健の課題とその対応研修会
・水泳プールの保健衛生管理研修会
・保健教育研修会　…等多数開催

調査年度：5年度ごと
調査対象：全国の公立小学校・中学校・高等学校の保健室に来室した児童生徒及び養護教諭
調査内容：1　学校基礎調査
　　　　　　調査対象校及び児童生徒数、養護教諭の複数配置の有無、
　　　　　　スクールカウンセラーの配置等、健康相談を行う相談室の有無、
　　　　　　養護教諭が「心身の健康問題」で継続支援した児童生徒、
　　　　　　保健室登校、養護教諭が過去1年間に把握した心身の健康に関する状況
　　　　 2　児童生徒の保健室利用状況
　　　　 3　養護教諭の判断・対応

調査年度：令和2年度
調査対象：高等学校2年生
調査内容：インターネット等のメディアの利用状況、インターネット利用に伴う問題行動等、
　　　　  健康行動、メディアで情報を見るときの行動、意思決定、自尊心

感染症の早期発見、対応を目
的とした学校等欠席者・感染
症情報システムを活用した全
国マップを公開中（導入自治
体のみ）。地域ごとに新型コロ
ナウイルス感染症やインフル
エンザ・ノロウイルス等の発
生状況がリアルタイムで把握
できる。

学校等欠席者・感染症情報システム

学校保健情報の発信

4 5
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身の健康づくりの推進に資する基礎資料として報告書を作成しました。

保健室利用状況に関する調査

研修会の開催

Ⅰ.　新型コロナウイルス感染症流行の動向と学校保健
１.学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル
～「学校の新しい生活様式」～改訂のポイントと感染症対策の動向について
　文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課　課長補佐　星　匡哉

２.「学校の新しい生活様式」に基づく学校における歯科保健の在り方
　公益社団法人日本学校歯科医会　公益財団法人日本学校保健会　副会長　齋藤 秀子
３.　新型コロナウイルス感染症流行のこどもたちへの影響
　国立成育医療研究センター 社会医学研究部　研究員　半谷 まゆみ

４.　新型コロナウイルス感染の動向とワクチン
　長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　教授　森内 浩幸

Ⅱ．学校における熱中症対策
　　  ー「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」についてー

文部科学省総合政策局　男女共同参画共生社会学習・安全課　安全教育推進室　安全教育調査官　森本 晋也
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スマートフォン等の普及により、手軽にインターネットを利用できる環境になったこと
で、子どもたちは多様かつ大量のメディア情報にさらされています。子どもたちがメディ
ア情報の好ましくない影響に適切に対処したり活用したりする能力を形成するための健
康教育の在り方に関する基礎情報を得るために調査されました。

メディアリテラシーと健康行動に関する調査

・アレルギー講習会
・学校等欠席者感染症情報システム研修会
・学校保健の課題とその対応研修会
・水泳プールの保健衛生管理研修会
・保健教育研修会　…等多数開催

調査年度：5年度ごと
調査対象：全国の公立小学校・中学校・高等学校の保健室に来室した児童生徒及び養護教諭
調査内容：1　学校基礎調査
　　　　　　調査対象校及び児童生徒数、養護教諭の複数配置の有無、
　　　　　　スクールカウンセラーの配置等、健康相談を行う相談室の有無、
　　　　　　養護教諭が「心身の健康問題」で継続支援した児童生徒、
　　　　　　保健室登校、養護教諭が過去1年間に把握した心身の健康に関する状況
　　　　 2　児童生徒の保健室利用状況
　　　　 3　養護教諭の判断・対応

調査年度：令和2年度
調査対象：高等学校2年生
調査内容：インターネット等のメディアの利用状況、インターネット利用に伴う問題行動等、
　　　　  健康行動、メディアで情報を見るときの行動、意思決定、自尊心

感染症の早期発見、対応を目
的とした学校等欠席者・感染
症情報システムを活用した全
国マップを公開中（導入自治
体のみ）。地域ごとに新型コロ
ナウイルス感染症やインフル
エンザ・ノロウイルス等の発
生状況がリアルタイムで把握
できる。

学校等欠席者・感染症情報システム

学校保健情報の発信
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健康づくりを推進、保健活動で成果を
挙げた全国の学校を支援・表彰。

学校保健のさらなる
充実・発展をめざして。
学校保健の現場ニーズを知り尽くした日本学校保健会は、学校保健用品の推薦、
販売においても、民間企業と全国の学校とをつなぐ、架け橋となっています。

健康づくりの推進に積極的に取り組み、成果を挙げている国公市立の学校を表彰。
学識経験者等による審査委員会を設け、その栄誉を讃えています。

学識経験者等による審査委員会を設け、健康づくりの推進に積極的に取り
組み、成果を挙げている学校を最優秀校、優秀校、優良校として表彰して
います。都道府県学校保健（連合）会及び政令指定都市学校保健会から推
薦された国公私立の小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教育
学校及び特別支援学校が対象です。

民間企業と協力し、セミナーの開催や教材・指導資料の作成を行っています。

主催：日本学校保健会
後援：文部科学省・厚生労働省・（公社）日本医師会・（公社）日本薬剤師会・
（公社）日本学校歯科医会・全国連合小学校長会・全日本中学校長会・全国高等学校長協会・
全国特別支援教育推進連盟・全国学校保健主事会・全国養護教諭連絡協議会・
（公社）日本PTA全国協議会・（公社）全国学校栄養士協議会・その他大手新聞各社

全国健康づくり推進学校表彰

保健活動の支援・表彰3
日本学校保健会の3つの公益事業

民間企業とのタイアップ

1. セミナーの開催

文部科学省ならびに開催地の教育委員会、学校保健会と共催で、全国学校
保健・安全研究大会を開催しています。また、全国を10ブロックに分け
た各地区でも学校保健研究大会（協議会）を開催しています。

全国大会：全国学校保健・安全研究大会、全国学校保健会中央会
ブロック大会：全国各地区ブロック大会

学校保健研究大会の開催

健康診断の大切さの理解促進のため
に、健康づくりに特化した絵画を全国
の小・中・高等学校等から公募する「学
校健康づくり啓発ポスターコンクー
ル」を実施。各部門に応募のあった多
数の作品を委員会にて審査し、選定し
た採用作品をポスター化して全国の学
校等へ配付しています。

健康診断の啓発と支援

健康診断マニュアル 小学生部門 中学生部門 高校生部門

学校健康づくり啓発ポスターコンクール　採用作品

・思春期の皮膚疾患の啓発
・性に関する指導

・望ましい生活習慣の啓発
・子供の目の健康と正しいコンタクトレンズの使い方指導

2. 教材の作成
子どもの健康課題対応への教材作成をしています。
・小学校高学年向け心肺蘇生学習動画、
　ワークシート
・男女が一緒に学べる性に関する指導資料

・学校と家庭で育む子どもの生活習慣パンフレット
・20歳未満飲酒防止啓発ポスター

小学校高学年向け心肺蘇生学習動画 学校と家庭で育む子どもの生活習慣（パンフレット）

性に関する指導資料（パンフレット）
…等  多数協働活動を行っています。
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子どもたちの健やかな成長を支えていく
公益財団法人 日本学校保健会　要覧

JAPAN  SOCIETY  OF  SCHOOL  HEALTH

JAPAN  SOCIETY  OF  SCHOOL  HEALTH

賛助会員を募集しています

賛助会員制度は公益財団法人にとって重要な財務基盤となるもの
です。日本学校保健会は学校保健を通して子どもたちのために事
業活動を行う唯一の公益法人として、今後さらなる活動が求めら
れています。未来を担う子どもたちのために、社会の義務として、
子どもたちの健やかな成長を願う日本学校保健会の目的、事業に
ご賛同いただける方々のご加入をお願いしています。

法人賛助会員 1 口 100,000 円
個人賛助会員 1 口 5,000 円
特別賛助会員 本会が行う特定の事業へ協賛する法人賛助会員、

または、本会と協力して子どもの健康に資する
事業・活動を行う法人賛助会員 

加盟団体欄

〒105-0001
東京都港区虎ノ門2-3-17 虎ノ門2丁目タワー 6階
TEL：03-3501-0968　FAX：03-3592-3898

ホームページでも情報をご提供しています
日本学校保健会HP
https://www.hokenkai.or.jp/ 学校保健　ポータルサイト

１ （公財）北海道学校保健会 011-221-5240

２ 青森県学校保健会 017-734-9908

３ 岩手県学校保健会 019-629-6188

４ 宮城県学校保健会 022-227-1591

５ 秋田県学校保健連合会 018-860-5203

６ 山形県学校保健連合会 023-630-2812

７ 福島県学校保健会 024-521-8409

８ 茨城県学校保健会 029-297-8220

９ 栃木県連合学校保健会 028-623-3436

10 群馬県学校保健会 027-226-4707

11 埼玉県学校保健会 048-830-6963

12 千葉県学校保健会 043-223-4092

13 （一財）東京都学校保健会 03-5320-6883

14 神奈川県学校保健連合会 045-285-1028

15 新潟県学校保健会 025-385-6130

16 富山県学校保健会 076-432-4754

17 石川県学校保健会 076-225-1847

18 福井県学校保健会 0776-20-0834

19 山梨県学校保健会 055-223-1785

20 長野県学校保健会 026-235-7444

21 岐阜県学校保健会 058-272-8768

22 静岡県学校保健会 054-221-2929

23 愛知県学校保健会 052-261-1474

24 （一財）三重県学校保健会 059-228-0296

25 滋賀県学校保健会 077-528-4614

26 京都府学校保健会 075-414-5874

27 大阪府学校保健会 06-6944-9365

28 兵庫県学校保健会 078-362-3789

29 奈良県学校保健会 0742-27-9860

30 和歌山県学校保健連合会 073-441-3692

31 鳥取県学校保健会 0857-26-7527

32 島根県学校保健会 0853-22-6145

33 岡山県学校保健会 086-226-7591

34 広島県学校保健会 082-513-5036

35 山口県学校保健連合会 083-933-4685

36 香川県学校保健会 087-832-3764

37 徳島県学校保健連合会 088-621-3174

38 愛媛県学校保健会 089-912-2981

39 高知県学校保健会 088-821-4928

40 福岡県学校保健会 092-643-3922

41 佐賀県学校保健会 0952-25-7234

42 長崎県学校保健会 095-894-3395

43 （公財）熊本県学校保健会 096-384-4482

44 大分県学校保健会 097-506-5636

45 宮崎県学校保健会 0985-26-7248

46 鹿児島県学校保健会 099-286-5318

47 沖縄県学校保健会 098-866-2726

48 横浜市学校保健会 045-671-3275

49 名古屋市学校保健会 052-972-3246

50 京都市学校保健会 075-708-5321

51 大阪市学校保健会 06-6208-9141

52 神戸市学校保健会 078-984-0697

53 北九州市学校保健会 093-582-2381

54 川崎市学校保健会 044-200-3293

55 福岡市学校保健会 092-711-4643

56 札幌市学校保健会 011-811-4148

57 広島市学校保健会 082-504-2491

58 仙台市学校保健会 022-227-1531

59 千葉市学校保健会 043-245-5943

60 さいたま市学校保健会 048-829-1678

61 静岡市学校保健会 054-354-2518

62 堺市学校保健会 072-340-0316

63 浜松市学校保健会 053-457-2422

64 新潟市学校保健会 025-226-3206

65 岡山市学校保健会 086-803-1594

66 相模原市学校保健会 042-851-3106

67 熊本市学校保健会 096-328-2728

全国の加盟団体と連携して活動を推進しています

2022年4月時点


